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1  自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 2373900634 利用者様ひとりひとりの今の気持ちを第一に考え、業務よりその時々の気持ちに添ったケアや要望を
優先して行っている。
そのため職員間での情報交流を両ユニット間で協力して取り組んでいる。社会との交流が図れるよう、
買い物や美術館、季節の行事、喫茶店等へ外出の機会を持つよう心がけている。

法人名 株式会社　アイミ

事業所名 グループホームソブエピア（藤の間）

所在地 愛知県稲沢市祖父江町祖父江宮西58-4

自己評価作成日 令和２年１月９日 評価結果市町村受理日 令和２年３月２３日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先 今年度は利用者の入れ替わりが多く、相対的に状態がよくなったので、外出の機会も増やすことがで
きた。そして、利用者一人ひとりとゆったり関わる時間がもてるようになったと職員への聞き取りでもわ
かった。雰囲気も明るく、緻密ですばらしい貼り絵が飾られた部屋で利用者がにこやかにすごしてい
る。生活面での大きな柱である食に関し、隣接する畑で収穫された野菜も使って手作りで提供されてお
り、時には外食機会を設けたり、事業所へ近隣住民も招き食事会を開くなど、利用者の楽しみとなって
いる。職員同士の連携がとられ、申し送りに加え、事務所のホワイトボードに気付きや連絡事項を記入
することで情報の共有が図られ、スムーズな支援がなされている。

評価機関名 特定非営利活動法人なごみ（和）の会

所在地 名古屋市千種区小松町五丁目２番５号

訪問調査日 令和2年2月19日

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと
4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない



自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事
業所理念をつくり、管理者と職員は、その
理念を共有して実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続け
られるよう、事業所自体が地域の一員とし
て日常的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている
認知症の人の理解や支援の方法を、地域
の人々に向けて活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの
実際、評価への取り組み状況等について
報告や話し合いを行い、そこでの意見を
サービス向上に活かしている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取
り、事業所の実情やケアサービスの取り組
みを積極的に伝えながら、協力関係を築く
ように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定地域密着
型サービス指定基準及び指定地域密着型
介護予防サービス指定基準における禁止
の対象となる具体的な行為」を正しく理解
しており、玄関の施錠を含めて身体拘束を
しないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につ
いて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所
内での虐待が見過ごされることがないよう注意
を払い、防止に努めている

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

職員と共に作り上げた利用者様の立場に
立った理念を毎朝申し送り後、唱和しながら
意識の統一を行っている。理念が形式的に
ならないよう常に理念を念頭に置き利用者
様と接している。

開設当時からの理念を受け継ぎ、理解している。毎朝、
唱和することで確認をし、利用者のそばに常によりそ
い、話しかけ、思いをくみ取り支援につなげている。

施設西側の畑を地元の方に貸し出し、耕し
ていただき季節ごとの収穫物を頂き、利用
者様の楽しみが増えた。

保育園児の来所が年に二度あり、歌や踊り、手遊びで
利用者を楽しませてくれている。また事業所主催の食
事会を近隣の人や家族にも開き、利用者とともに楽し
んでもらっている。落語や大正琴のボランティアの来所
もある。地理的な問題でなかなか近隣との交流が広げ
にくいなか、地道な働きかけを行っている。

運営推進会議を定期的に行うことで地域の
方々に認知症への理解を深めて頂くことが
出来た。そしてお困りのことがあれば気軽に
相談、連絡が出来るようお伝えしている。

地域住民の方々や市の職員の方に施設の
現状や目標、困ったこと等を報告・相談し
サービス向上に役立てるようにしている。

年に六回、偶数月に開催される運営推進会議には、利
用者家族、市役所職員、地域包括の参加があり、事業
所の状態を報告するとともに、会議とあわせ防災訓練
などを行うことで、内容の拡充を図っている。

運営推進会議には毎回参加いただいてい
る。事情を抱えた利用者様については、市
の担当者、地域包括支援センターと連携を
取りながら支援している。

市役所職員、地域包括が運営推進会議の時に来所し、
連携をとれる関係を築いている。地域拠点病院の開催
する勉強会に職員が参加している。

身体拘束をしない暮らしを支援できるよう職
員が常に目配りし、情報交換を行いながら
ケアを行っている。カンファレンスや申し送り
の中で職員間で話し合い理解を深めてい
る。また身体拘束適正化委員会を設置し、
適正化のための指針も策定した。3ヶ月に1
度委員会を開催し、6ヶ月に1度の研修会を
実施している。

事業所内で勉強会を開き、身体拘束について皆で考
え、拘束しないケアに取り組んでいる。エスケイプが見
られたので、安全のための玄関の開閉スイッチの移動
を行った。また、転倒リスクを軽減するためにセンサー
マットの使用も行っており、家族の理解も得ている。

虐待に関する意識は職員に浸透しており、
日頃の声掛けや会話の中においても言動に
対して注意を払っている。もし、その場面を
見受けた場合、各職員同士注意しあい、気
をつけて対応している。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業
や成年後見制度について学ぶ機会を持
ち、個々の必要性を関係者と話し合い、そ
れらを活用できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、
利用者や家族等の不安や疑問点を尋ね、
十分な説明を行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や
職員ならびに外部者へ表せる機会を設
け、それらを運営に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の
意見や提案を聞く機会を設け、反映させて
いる

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、給与水準、労働時
間、やりがいなど、各自が向上心を持って
働けるよう職場環境・条件の整備に努めて
いる

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケ
アの実際と力量を把握し、法人内外の研
修を受ける機会の確保や、働きながらト
レーニングしていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流
する機会を作り、ネットワークづくりや勉強
会、相互訪問等の活動を通じて、サービス
の質を向上させていく取り組みをしている

成年後見人制度が必要な該当者がいない
ため管理者、職員全員の理解が薄く、万全
の体制とはいえない。『見守り支援』を受け
ている利用者様がみえるため理解向上に努
めている。

契約時に解り易く、丁寧に説明するよう心が
けている。今のところトラブルはない。介護
保険制度等の不安なことや疑問点について
も説明を行っている。

家族会、面会時等に意見、要望について問
いかけ気軽に相談できる雰囲気作りに配慮
している。それでも言えない方には、玄関に
意見箱を設置し、頂いたご意見について早
急に対応するよう心がけている。

家族は事業所で行われる食事会に参加し、その会や他
の訪問時には職員や施設長と話し、利用者の様子をき
いている。玄関に意見箱はあるが、投函されてはいな
い。利用者自身の要望は日々の支援の中でくみ取り、
活かしている。

職員からの意見、要望は丁寧に取り上げ、
個別懇談を行い意見交換を行っている。そ
の時出た意見、要望は提案等に取り入れて
いけるようにしている。また意見箱を設置し
提案を受け入れ易くしている。

職員は利用者支援について思いついたこと、共有すべ
きことは事務所ホワイトボードに記入し、話し合ってい
る。施設長は折々に個別に職員と話し合い、個人的な
ことやケアについて意見や要望をきき、できる支援は取
り入れている。

希望者には勤務日数を増やしたり、希望休
を聞いたりしている。夜勤職員の人員不足
のため夜勤専属のアルバイトの雇用を行っ
ている。

職員の要望に応じて、また職場から積極的
に勧めて研修に参加してもらいカンファレン
ス時に研修報告してもらう等、全職員のスキ
ルアップに役立てている。

グループホーム協会に加入しており、他施
設との交流や意見交換を行った。今後も継
続して定期的に交流の機会を得られるよう
に努める。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾け
ながら、本人の安心を確保するための関
係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を
傾けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を
見極め、他のサービス利用も含めた対応
に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場に
おかず、暮らしを共にする者同士の関係を
築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場に
おかず、本人と家族の絆を大切にしなが
ら、共に本人を支えていく関係を築いてい
る

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの
人や場所との関係が途切れないよう、支
援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとり
が孤立せずに利用者同士が関わり合い、
支え合えるような支援に努めている

ご本人様と向き合い、不安や思い、願いを
受け止め安心感を持っていただけるように
努めている。何気ない会話の中から生活状
況やその背景を理解するよう心がける。

グループホームで生活を始めるにあたりご
家族様の方々が何を望んでいるか十分に
聞き、施設としてできることを伝えながら意
向に沿うよう対応している。

相談時の事情をもとに、早急な対応を見極
め可能な限り、対応、方策を検討し柔軟な
対応に心がける。

『できる事をふやしましょう』との理念の下、
職員がその人が無理のないよう継続的に行
える事を探し実践していただいている。職員
も利用者様から教わることがあり、共に支え
あっていける環境作りを目指している。

家族と離れていても生活の様子が伝わるよ
う報告、相談し絆を感じながら生活できるよ
う支援している。毎月郵送しているお便り家
族との橋渡しになるようお届けしている。

入所前から通っていた病院やスーパー、喫
茶店等に行き、馴染みの人との交流の場を
設けている。知人、友人、親戚の方の訪問
も歓迎し、楽しい時間を過ごしていただける
よう配慮している。

もともともかかりつけ医や、行きつけの美容院を利用し
ている人もいる。おちょぼ稲荷は利用者皆の馴染みの
場所で、機会を作ってでかけている。お正月に帰省した
利用者や、知人が来所してくれる人もいる。系列老健の
中の喫茶は入居してからの馴染みの場所になってい
る。年賀状や電話の取次ぎもある。

利用者同士の関係の良し悪しについて職員
は把握しており、常に様子を伺いながら孤
立しないよう職員が間に入り仲を取り持って
いる。席や場所等は利用者様の性格や相
性に配慮して決めている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これま
での関係性を大切にしながら、必要に応じ
て本人・家族の経過をフォローし、相談や
支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向
の把握に努めている。困難な場合は、本
人本位に検討している

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、
生活環境、これまでのサービス利用の経
過等の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、
有する力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアの
あり方について、本人、家族、必要な関係
者と話し合い、それぞれの意見やアイディ
アを反映し、現状に即した介護計画を作成
している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づき
や工夫を個別記録に記入し、職員間で情
報を共有しながら実践や介護計画の見直
しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれる
ニーズに対応して、既存のサービスに捉
われない、柔軟な支援やサービスの多機
能化に取り組んでいる

退去時の本人様の状態によるが、必ず次に
繋がることを心がけている。他の施設へ移ら
れても機会があれば面会に行ったり家族様
からお話しを伺い関係の継続をしている。

本人様との会話の中で意向や希望を確認し
職員間で情報交換、話合いをし、出来る限り
実現するようにしている。意思疎通の困難な
方でも表現や仕草から汲み取り、また家族
様からの情報収集に努め対応している。

利用者の多くは生活の中で、職員に自分の気持ちや考え、希
望等を話している。表情や心身状態、生活歴を加味して把握
に努める方もある。情報は業務中に口頭や事務所内にある
ホワイトボードに記入して職員間で共有しており、個人記録や
業務日誌にも記録している。

入居前に本人様や家族様からの情報で生
活歴・習慣・嗜好等を聞き取り、職員間で情
報の共有を行い、入居後も引続き情報の収
集に努める。

利用者様一人ひとりの生活リズムにできる
限り合わせられるよう配慮し、その日の体調
に応じ臨機応変に対処している。朝の申し
送り時に一人ひとりの体調について報告し
対応している。

カンファレンスにて居室担当者を中心に職
員間で意見交換を行い、介護計画に反映し
ている。３ヶ月という期間にとらわれず、心身
の変化や本人様の希望・要望に沿って見直
しを行っている。

月1回のモニタリングやカンファレンスの際に日常の生活
ぶりや職員の意見を聞き、日々の記録、家族からの希望
等を加味して介護計画を作成し、利用者が理念に沿った
生活ができるよう支援している。見直しは通常3か月で行
い、状態変化時は都度見直し現状に沿った計画となるよう
努めている。

個別の介護記録で情報の共有を行い日々
の食事・水分量・排泄・バイタル等のチェック
や観察、感じたことを細かく記入している。
各フロアには詳細について申し送り専用の
ホワイトボードを設置し活用している。

本人様だけでなく家族様を含めた支援を考
えている。個々の様々なケースに合わせ柔
軟な対応を心がける。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源
を把握し、本人が心身の力を発揮しながら
安全で豊かな暮らしを楽しむことができる
よう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切に
し、納得が得られたかかりつけ医と事業所
の関係を築きながら、適切な医療を受けら
れるように支援している

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情
報や気づきを、職場内の看護職や訪問看
護師等に伝えて相談し、個々の利用者が
適切な受診や看護を受けられるように支
援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できる
ように、又、できるだけ早期に退院できるよ
うに、病院関係者との情報交換や相談に
努めている。あるいは、そうした場合に備
えて病院関係者との関係づくりを行ってい
る。

33 （12）○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方につい
て、早い段階から本人・家族等と話し合い
を行い、事業所でできることを十分に説明
しながら方針を共有し、地域の関係者と共
にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全
ての職員は応急手当や初期対応の訓練
を定期的に行い、実践力を身に付けてい
る

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を
問わず利用者が避難できる方法を全職員
が身につけるとともに、地域との協力体制
を築いている

レクリエーションにおいてボランティアの活
用を積極的に行っている。警察や消防との
連携を心がけているが、地域資源の活用が
上手く生かせていないのが現状である。

入所前からのかかりつけ医のがあった場合
は要望があれば対応している。家族様と協
力し受診対応を行い、必要に応じて同行し
情報をお伝えする。

往診はなく、協力医、今までのかかりつけ医ともに受診診
療のみで、大半の対応を職員が支援している。看護師が
利用者の日々の健康管理を行い、薬の管理は薬局の協
力があり、管理者やケアマネも協力している。かかりつけ
の眼科受診は家族が対応している。訪問歯科医の口腔指
導や講話があり、清潔保持に努めている。

常勤ではないが、利用者様の状態把握、薬
の管理、食事・排泄等の管理を行っている
看護職がいる。職員や家族様からの相談や
助言等も行っている。緊急の場合は電話連
絡にて対応している。

入院時は本人様の看護・介護サマリー、そ
の他の情報を医療機関へ提供し情報交換
に努めている。主治医との関係づくりも積極
的に行い、早期退院に向け連携をとってい
る。

事業所でできる支援や方針については理解
していただいている。心身の状態変化に応
じて随時意思を確認しながら取り組んでい
る。看取りについては体制が整っていないた
め行っていない。

入所時に事業所としてできること、重度化した場合の支援
や対応方法、看取りはしないことについて説明し、同意を
得ている。状態変化に応じて医師や家族と話しあい方針を
共有し、系列の老健等の施設を紹介する場合もある。また
医療行為を伴わない場合等は画一ではなく、都度柔軟に
対応している。

急変時のマニュアルが目につく所に掲示し
てある。救急救命法の講習会等を行ってい
るが、職員の中には不安に思っている人が
いる状況ではある。

消防署の協力を得て避難訓練・消防訓練を
定期的に行っている。昼間・夜間の両方を
想定して行っている。

年2回避難訓練を運営推進会議時に行っている。今年
は日中の火事の想定で、利用者も事業所外への避難
で参加している。消防署に避難方法についてアドバイス
を受けたり、消火方法、ＡＥＤの使用法や心肺蘇生法も
学んでいる。水やレトルト食品を3日分備蓄している。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　 ＡＥＤの使い方
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライ
バシーを損ねない言葉かけや対応をして
いる

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表し
たり、自己決定できるように働きかけてい
る

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのでは
なく、一人ひとりのペースを大切にし、その
日をどのように過ごしたいか、希望にそっ
て支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができ
るように支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひと
りの好みや力を活かしながら、利用者と職
員が一緒に準備や食事、片付けをしてい
る

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日
を通じて確保できるよう、一人ひとりの状
態や力、習慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎
食後、一人ひとりの口腔状態や本人の力
に応じた口腔ケアをしている

丁寧な言葉使い、排泄・入浴時のプライバ
シーの配慮、入室時の挨拶等、尊厳を損な
わない支援に取り組んでいる。馴合いにな
らず、また個人情報に対する意識等も含め
職員間で確認しながら改善を行っている。

羞恥心やプライバシー、人格を尊重した対応を心掛けてい
る。排泄時にはさりげなく、会話時には上から目線やなれ
合いにならないよう言葉使いに配慮し、気になったことは
職員間も含め確認し合い、改善に努めている。

何でも言い易い雰囲気作りに心がけてい
る。意思表示が困難な方、判断が難しい方
でも気持ちを汲み取る努力をし、満足感を
持っていただくことができる。

日々の生活において、一人ひとり、その日
の体調に合わせて、その日一日の過ごし
方、支援の仕方を組み立てて対応してい
る。業務主体のケアは行わないよう職員も
理解している。

その日の気分により洋服を選ばれる方には
希望に沿えるよう支援している。男性の方は
毎朝身だしなみとして髭剃りを行っている。
出張理美容や馴染みの美容室へお連れし
て対応もしている。

毎食のメニュー書きや後片付け、調理の補
助は利用者様の大切な役割になっている。
利用者様が主体となって行える支援として、
お好み焼きやホットケーキ、おはぎ作り、抹
茶をたててもらう等、充実感、達成感につな
げている。

食事は手作りしており、買い物は職員が行うが、調理準備
や下膳、テーブルふき等利用者は役割を決めて手伝って
いる。お好み焼きを作ったり、家族や近隣の住民が参加す
るバイキング食事会は楽しみのひとつとなっている。水分
補給にも努め、牛乳が便秘予防に役立っている。

一人ひとりの嗜好や体調を考慮して柔軟に
対応している。水分摂取量や栄養面でも旬
の食材を多く取り入れ、体重管理しながら楽
しく食事を提供できるよう心がけている。

毎食後、洗面所にて口腔ケアしていただい
ている。義歯については毎日、洗浄剤にて
清潔を維持している。状況によっては歯科
の往診・受診の支援を行っている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一
人ひとりの力や排泄のパターン、習慣を活
かして、トイレでの排泄や排泄の自立にむ
けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食
物の工夫や運動への働きかけ等、個々に
応じた予防に取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて
入浴を楽しめるように、職員の都合で曜日
や時間帯を決めてしまわずに、個々にそっ
た支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況
に応じて、休息したり、安心して気持ちよく
眠れるよう支援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副
作用、用法や用量について理解しており、
服薬の支援と症状の変化の確認に努めて
いる

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるよう
に、一人ひとりの生活歴や力を活かした役
割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支
援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外
に出かけられるよう支援に努めている。
又、普段は行けないような場所でも、本人
の希望を把握し、家族や地域の人々と協
力しながら出かけられるように支援してい
る

個々の排泄パターンを把握し、チェック表を
確認しトイレ誘導やオムツ交換を行ってい
る。リハパンから布パンツへ変更やパットの
種類も検討、変更している。オムツ類は自己
負担のため無駄使いに気を付けている。

個々の排泄パターンを把握し、トイレでの排泄や自立に向
けトイレ誘導をしている。夜間はトイレに起きられる方もあ
るが、睡眠を重視しつつパターンを見て声がけする場合も
ある。職員の状態に応じた誘導でリハパンから布おむつと
なった方もある。

便秘予防として毎日の牛乳やヨーグルトの
提供、水分量への配慮を行っている。また、
散歩や体操等、体を動かしていただくことに
心がけている。

週２回入浴していただいている。希望があれ
ば毎日の入浴対応もしている。ゆったり入浴
できるよう配慮し、利用者様の状態によって
は二人介助て安全に行っている。

週2回午前、午後の個別対応でゆったりと入浴できるよ
う支援している。足浴も実施しており、最低週1回の入
浴を目標としている。シャンプー等は共用だが、皮膚の
弱い方には、個別の石鹸等を使用している。

本人様の体調やその日の出来事により、個
別に対応し、自然なリズムができるようにし
ている。特に就寝前には良眠できるよう室
温や明るさなどに配慮している。

個々に処方箋のコピーをファイルし看護師
が管理している。職員は常時確認すること
ができる。誤薬、飲み忘れがないよう毎回確
認をするよう職員へ注意喚起を促している。

楽しみのある生活が送れるよう趣味や好み
を把握し、お手伝いや草花の世話等を行っ
ていただいている。外食や買い物等に職員
と一緒に出かけたりしている。

本人様の要望を優先し、日用品の買い物や
外食、公共施設への見学等、外出の支援に
努めている。車椅子の方でも出掛けられる
よう、バリアフリーなっている喫茶店や施設
への外出も行っている。

気候や体調を見ながら、事業所駐車場周辺を散歩したり、
外出できない場合はホーム内で支援している。トイレ事情
で近隣の喫茶店は利用できなくなり、車いすの方も利用で
きる系列老健の喫茶店を利用している。名古屋までのドラ
イブや外食に出かけ、季節毎に近隣での花見を採り入
れ、季節感も味わっている。家族の協力で墓参りや外食に
出かける方もある。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを
理解しており、一人ひとりの希望や力に応
じて、お金を所持したり使えるように支援し
ている

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をした
り、手紙のやり取りができるように支援をし
ている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食
堂、浴室、トイレ等）が、利用者にとって不
快や混乱をまねくような刺激（音、光、色、
広さ、温度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ご
せるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の
合った利用者同士で思い思いに過ごせる
ような居場所の工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家
族と相談しながら、使い慣れたものや好み
のものを活かして、本人が居心地よく過ご
せるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ
自立した生活が送れるように工夫している

本人様の希望があれば自己管理にて保管
していただくことも支援している。それにより
人に安心感を持っていただけることに繋がっ
ている。

希望時はいつでも電話できるよう配慮してい
る。出来ない方については、母の日のプレ
ゼント等お礼状を絵手紙で作成した葉書で
代筆しお伝えしている。自宅が気になる方
は車で同行することもある。

共用ホールには季節ごとに職員と利用者様
が共同制作した作品を飾っている。職員が
バタバタ忙しく動き、利用者様が落ち着かな
いような状況を作らないよう配慮している。

リビングは習字や利用者とともに作った季節の貼り絵作品
が飾られ、ユニットの個性が感じられる。ソファでゆっくりと
休んだり、畳スペースは面会者とのくつろぎ場としても利用
されている。訪問時玄関には大きなひな人形があり、庭に
植えられた梅や桜の花を見ながら季節を感じることがで
き、居心地の良い空間づくりがされている。掃除も行き届
いており、清潔が保たれている。

居室やトイレにわかりやすく目印をつけて、
迷わないよう環境整備には常に配慮してい
る。

食事のテーブル席だけでなくテレビを見なが
らソファでくつろいだり、玄関先の縁台で日
光浴や会話を楽しんだり、気の合う方とお話
しできるよう常時工夫を重ねている。

居室には造付の家具とベッドがあるが使い
慣れた家具、テーブル、椅子等の持ち込み
制限は行っていない。コルクボードも設置し
作品や写真、カレンダー等を掲示し本人様
や家族様に見て頂けるよう工夫している。

持ち込み品に制限はなく、使い慣れた家具や思い出のも
のを持ち込み、　ボードには作品や写真、カレンダー等を
掲示し、居心地良く過ごせるよう工夫している。防火カーテ
ン、ベッド、エアコン、クローゼットは備え付けで布団類はレ
ンタルを利用している。
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　（別紙４）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての利用者が

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

名古屋市千種区小松町五丁目２番５号

特定非営利活動法人なごみ（和）の会

所在地

事業所名

評価機関名

自己評価作成日 評価結果市町村受理日令和２年１月９日 令和２年３月２３日

1  自己評価及び外部評価結果

2373900634

法人名 株式会社　アイミ

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号

訪問調査日 令和2年2月19日

緑が多く自然が満喫できる場所にあり、平屋造りのゆったりとした空間で生活できる環境にある。
「家庭的な雰囲気の中で1.笑いと楽しみのある生活をします。1.いつも私たちがそばにいます。1.できる
事をふやしましょう。」という理念を心にひとりひとりの希望に応じた生活が出来るよう日々努めていま
す。

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先

愛知県稲沢市祖父江町祖父江宮西58-4所在地

グループホームソブエピア（櫻の間）



自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事
業所理念をつくり、管理者と職員は、その
理念を共有して実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続け
られるよう、事業所自体が地域の一員とし
て日常的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている
認知症の人の理解や支援の方法を、地域
の人々に向けて活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの
実際、評価への取り組み状況等について
報告や話し合いを行い、そこでの意見を
サービス向上に活かしている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取
り、事業所の実情やケアサービスの取り組
みを積極的に伝えながら、協力関係を築く
ように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定地域密着
型サービス指定基準及び指定地域密着型
介護予防サービス指定基準における禁止
の対象となる具体的な行為」を正しく理解
しており、玄関の施錠を含めて身体拘束を
しないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につ
いて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所
内での虐待が見過ごされることがないよう注意
を払い、防止に努めている

虐待防止については、日頃からそのような
行為に関する話し合いを行っている。身体
的な虐待以外にも言葉の虐待や放置する
虐待等、誤解を与えてしまう行動がないよう
お互い注意し合っている。

利用者様の中には生活保護の方等みえる
ため、市との連携は欠かせない状況であ
る。必要に応じて市の担当者へ相談し、助
言をいただいている。運営推進会にも毎回
出席していただいている。

身体拘束については職員全員が認識してお
り、行わないケアを実践している。やむを得
ない理由で身体拘束を行う場合は、家族様
に説明し同意していただき、検討し解除して
いくよう努めている。また身体拘束適正化委
員会を設置し適正化のための指針を策定し
ている。3ヶ月に1度委員会を開催し6ヶ月に
一度研修会を行っている。

地域への貢献の取り組みとしては、運営推
進会を通じて困りごとや相談について気軽
に声を掛けていただいたり訪問していただく
よう呼びかけをしている。

施設内の見学・説明を行っており、理解や支
援のきっかけになっている。施設での取り組
みを説明し意見交換の場を設けている。出
席できなかった職員に関しては会議録の内
容を確認してもらっている。

毎朝の申し送り後に管理者と職員で理念を
唱和している。施設内の見やすいところに理
念を掲示し『家庭的な雰囲気の中で安心し
て暮らせる』ホームつくりに取り組んでいる。

近隣に住宅がなく地域の方々との繋がりが
なかなか築けず、近隣の喫茶店やボラン
ティアの方の訪問ぐらいでしたが、定期的な
推進会を通して町内の方々と顔なじみに
なっている。

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業
や成年後見制度について学ぶ機会を持
ち、個々の必要性を関係者と話し合い、そ
れらを活用できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、
利用者や家族等の不安や疑問点を尋ね、
十分な説明を行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や
職員ならびに外部者へ表せる機会を設
け、それらを運営に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の
意見や提案を聞く機会を設け、反映させて
いる

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、給与水準、労働時
間、やりがいなど、各自が向上心を持って
働けるよう職場環境・条件の整備に努めて
いる

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケ
アの実際と力量を把握し、法人内外の研
修を受ける機会の確保や、働きながらト
レーニングしていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流
する機会を作り、ネットワークづくりや勉強
会、相互訪問等の活動を通じて、サービス
の質を向上させていく取り組みをしている

出来る限り研修に参加してもらったり、勉強
会を開催しスキルアップに努めている。

地域の福祉施設との繋がりができ、定期的
に意見交換を行っている。

定期的に（３ヶ月に1回程度）、また必要に応
じて個別面談を行い、直接意見や要望を聞
き、業務に反映していくよう努めている。

勤務状況については職員の要望や希望休
などを汲み取り勤務表の作成等行ってい
る。夜勤職員不足により夜勤専属の職員を
雇用し対応している。それでも職員の満足
度が満たされているとは言えないのが現状
である。

利用者様や家族様には十分な説明をし納
得していただいた上で契約していただいて
いる。入居後の起こり得るリスクについても
説明し理解をいただいている。

家族様へは家族会や面会時に気軽に話せ
る雰囲気作りに努めている。また玄関には
意見箱を設置しているが、現状は直接家族
様との対話の中で解決できている。

成年後見制度については学ぶ機会が少なく
講習に参加し知識を得なければならないと
感じている。職員に関しては制度について
の理解や知識がほとんどない状況である。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾け
ながら、本人の安心を確保するための関
係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を
傾けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を
見極め、他のサービス利用も含めた対応
に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場に
おかず、暮らしを共にする者同士の関係を
築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場に
おかず、本人と家族の絆を大切にしなが
ら、共に本人を支えていく関係を築いてい
る

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの
人や場所との関係が途切れないよう、支
援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとり
が孤立せずに利用者同士が関わり合い、
支え合えるような支援に努めている

利用者様同士が助け合い、支え合いながら
生活できるよう職員が間に入って助言したり
空気を変えたりして見守りをしている。これ
は職員の重要な役割だと常に伝えている。

定期的に面会に来られる方にはその都度お
話しできるが、なかなかみえない方には家
族会や定期的な電話での対応や毎月のお
便りにて生活状況をお伝えしている。

スーパーへの買い物や喫茶店、病院、地元
の施設へ利用者様を誘い、知人や友人との
接点を持っていただけるよう配慮している。
施設自体も訪問者歓迎のオープンな姿勢を
とっている。

まず、何に困っているのかを理解し、本人様
の今の状況で必要なサービスを提案し必要
に応じて他のサービスについても提案して
いく。

一緒に生活をしているということを実感して
いただけるよう本人様の生活スタイルを把
握し、出来る事はご自身でしていただき、出
来ない事は職員がサポートしてくれると思っ
ていただけるよう努める。

入居前に本人様と面談を行い、会話の中か
らその方のライフスタイルを知り、その中で
要望等も把握し理解して、安心していただけ
るように対応している。

家族様へ契約前にグループホームはどうい
うところで、どのようなサービスを提供してい
るか説明した上で施設の見学をしていただ
き、今不安に思っていること等についてどの
ような支援をしていくかお伝えする。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これま
での関係性を大切にしながら、必要に応じ
て本人・家族の経過をフォローし、相談や
支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向
の把握に努めている。困難な場合は、本
人本位に検討している

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、
生活環境、これまでのサービス利用の経
過等の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、
有する力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアの
あり方について、本人、家族、必要な関係
者と話し合い、それぞれの意見やアイディ
アを反映し、現状に即した介護計画を作成
している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づき
や工夫を個別記録に記入し、職員間で情
報を共有しながら実践や介護計画の見直
しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれる
ニーズに対応して、既存のサービスに捉
われない、柔軟な支援やサービスの多機
能化に取り組んでいる

日々のケアプランの記載内容を把握しなが
ら実践し、記録を行っている。そこで得た情
報を基に見直しをかけていく。

施設内におけるケアサービスだけでなく各
利用者様における生活環境や心身機能の
状態に応じて柔軟に対応している。

日々の様子を記録し、一人ひとりの状態、状
況の把握に努め、その日の体調や気分に
よってケアの内容を変更している。

月一回のカンファレンスを行い、絶えず状況
の変化があるのでその都度話し合い、現状
に沿ったケアの提供が実践できるよう努め
る。その時出されたサービス内容について
介護計画に反映させている。

日常生活の中で職員が本人様との会話の
中から希望や要望を引き出し、カンファレン
スで発表し、必要に応じてプランの検討をし
ていく。

入居前の本人様、家族様との面談での情報
をまとめ、職員全員で情報共有を行ってい
る。入居後の情報も収集し記録に残し共有
している。

他施設等に移る際、本人様の細かな情報ま
で提供し、安心して新しい生活を過ごしてい
ただけるよう努めている。また、移転先の施
設を訪問し、面会して交流の継続を図って
いる。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源
を把握し、本人が心身の力を発揮しながら
安全で豊かな暮らしを楽しむことができる
よう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切に
し、納得が得られたかかりつけ医と事業所
の関係を築きながら、適切な医療を受けら
れるように支援している

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情
報や気づきを、職場内の看護職や訪問看
護師等に伝えて相談し、個々の利用者が
適切な受診や看護を受けられるように支
援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できる
ように、又、できるだけ早期に退院できるよ
うに、病院関係者との情報交換や相談に
努めている。あるいは、そうした場合に備
えて病院関係者との関係づくりを行ってい
る。

33 （12）○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方につい
て、早い段階から本人・家族等と話し合い
を行い、事業所でできることを十分に説明
しながら方針を共有し、地域の関係者と共
にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全
ての職員は応急手当や初期対応の訓練
を定期的に行い、実践力を身に付けてい
る

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を
問わず利用者が避難できる方法を全職員
が身につけるとともに、地域との協力体制
を築いている

　

重度化に伴うアンケートを基に事業所として
出来る限りの支援や対応について理解して
いただいている。しかし、家族様の希望も多
様であり日々変化してくるため、その都度話
し合いで決めている。

急変時マニュアルは見易い所に貼ってある
が、管理者に任せていることがほとんどであ
る。実際に起こった時に対応できるか不安を
抱えている職員が多数いるため定期的に勉
強会を行っている。

常勤ではないが看護師を雇用しており、利
用者様ごとに相談、助言をもらっている。薬
の管理も行ってもらっている。

入院時は管理者が迅速に対応し、医療機
関、家族様と情報交換し、連携できるよう努
めている。退院後はケアがスムーズに行え
るよう、医療機関との連携を密に行い、週に
1～2回面会に行っている。

ボランティアの方の慰問があり、歌謡ショー
や落語、絵手紙等を楽しまれている。地域
の方に畑を貸し出し新鮮な野菜を季節ごと
に収穫され施設へ持ってきていだだけるの
で、食材として利用させていただいている。

馴染みのかかりつけ医に行かれる方がみえ
れば協力病院に行かれる方もみえる。受診
に関しては介助し、主治医との連携を密に
行い、急変時等は迅速に対応している。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライ
バシーを損ねない言葉かけや対応をして
いる

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表し
たり、自己決定できるように働きかけてい
る

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのでは
なく、一人ひとりのペースを大切にし、その
日をどのように過ごしたいか、希望にそっ
て支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができ
るように支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひと
りの好みや力を活かしながら、利用者と職
員が一緒に準備や食事、片付けをしてい
る

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日
を通じて確保できるよう、一人ひとりの状
態や力、習慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎
食後、一人ひとりの口腔状態や本人の力
に応じた口腔ケアをしている

個々の状態に合わせて食事形態を変更し、
嚥下状態を常に確認している。食事摂取量
により毎月の体重測定も行って健康管理に
努めている。

毎食後の口腔ケアだけでなく就寝時に義歯
を洗浄し清潔を保っている。基本的に自己
で行っていただいているが職員が口腔内の
最終確認する。介助にて行う場合もある。訪
問歯科医を受診していただくこともある。

毎朝その日着る服を本人様と相談し決めて
いる。男女問わず整髪・髭剃り等に気を配り
清潔感を大切にしている。出張理美容の利
用や地元の美容院へお連れする。要望があ
れば職員が毛染めを行う。

毎食時にメニュー書きや消毒、おしぼり配
り、テーブル拭きなど利用者様に役割を決
め行っていただいている。おやつの準備や
野菜の皮むき、食器洗い等、出来る範囲で
行っていただいている。

日常の会話の中から利用者様の要望を汲
み取り出来る限り叶えられるよう支援してい
る。意思表示が困難な方には表情等で満足
感を得ていただけるよう対応している。

個別プランを念頭に置きケアを実践している
が、状況に応じたサービスの提供も必要な
ため柔軟に対応している。本人様のペース
に合わせた支援が出来るよう心がけてい
る。

毎日のケアの中で排泄・入浴時のプライバ
シーの保護に十分注意して対応している。
また人格を尊重した声掛けも注意し合って
いる。施設内に掲示してある写真等も家族
様に了承を得ている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一
人ひとりの力や排泄のパターン、習慣を活
かして、トイレでの排泄や排泄の自立にむ
けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食
物の工夫や運動への働きかけ等、個々に
応じた予防に取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて
入浴を楽しめるように、職員の都合で曜日
や時間帯を決めてしまわずに、個々にそっ
た支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況
に応じて、休息したり、安心して気持ちよく
眠れるよう支援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副
作用、用法や用量について理解しており、
服薬の支援と症状の変化の確認に努めて
いる

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるよう
に、一人ひとりの生活歴や力を活かした役
割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支
援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外
に出かけられるよう支援に努めている。
又、普段は行けないような場所でも、本人
の希望を把握し、家族や地域の人々と協
力しながら出かけられるように支援してい
る

季節ごとの外出レクレーションを行ってい
る。スーパーでの買い物等で買い物をして
いただいている。

個人カルテに処方箋を綴っていつでも確認
できるようにしてある。服薬の変更等があれ
ば必ず申し送りにて職員に伝達し、周知徹
底している。誤薬飲み忘れがないよう確認を
怠らないよう指導している。

花の手入れやお手伝い等、利用者様の状
態に対応できる役割を提供している。定期
的に外食の日を設けて好きなものを食べて
いただいたり、ドライブ・散歩・ショッピング
等、外出の時間を大切にしている。

週2回の入浴をしていただいているが、毎日
の入浴を希望される方や入浴する時間帯
等、なるべく要望に沿えるよう配慮してい
る。

個々の生活リズムを把握し、昼寝や仮眠が
いつでも取れるよう配慮している。夜間寝付
けない方にはホットミルクの提供や会話をし
たりして対応している。

個々の排泄パターンが違うことを職員は把
握している。オムツ使用の方も尿意便意の
ない方もトイレ誘導を行いトイレにて排泄い
ただくよう努めている。常に検討しリハビリ
パンツから布パンツへ変更等している。

下剤にて排便コントロールされている方もみ
えるが、なるべく自然排便が出来るよう、乳
製品や繊維の多い食材の摂取や運動等、
薬に頼らないように取り組んでいる。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを
理解しており、一人ひとりの希望や力に応
じて、お金を所持したり使えるように支援し
ている

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をした
り、手紙のやり取りができるように支援をし
ている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食
堂、浴室、トイレ等）が、利用者にとって不
快や混乱をまねくような刺激（音、光、色、
広さ、温度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ご
せるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の
合った利用者同士で思い思いに過ごせる
ような居場所の工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家
族と相談しながら、使い慣れたものや好み
のものを活かして、本人が居心地よく過ご
せるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ
自立した生活が送れるように工夫している

危険のない安心して暮らせる環境整備、工
夫を常に考えて対応している。

暖かい日には利用者様同士、縁側で日向
ぼっこをしながら会話を楽しまれる場所や一
人で考える時間が必要な方には時間場所
の提供をしている。

使い慣れた物の持ち込みに制限はしていな
い。仏壇や寝具、鏡等を持ち込んでいただ
き、自宅で過ごしているような空間となるよう
考慮している。

希望がある方には家族や友人・知人へ電話
連絡をしていただいている。会話中はプライ
バシー保護の為、席を外すこともある。

生活時間が長い共有スペースには、皆で協
力し作成した作品や写真等を掲示してい
る。

自己にて金銭管理が困難な方が殆どである
が不安になる方もみえるため、希望のある
方には預かり金の一部を本人様で管理する
方もみえる。また、買い物時に財布を渡しレ
ジの支払いを本人様に任せることもある。
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